
(57)【要約】

【課題】　寒冷地における室内暖房に適した建物を提供

する。

【解決手段】　地表から掘り下げた位置にべた基礎１を

造成し、べた基礎周囲から立ち上げて地表上に延びる基

礎立ち上がり２とを一体に形成させ、基礎立ち上がりを

含む基礎空間３内を外断熱構造７にすると共に、基礎空

間３内に蓄熱式電気暖房器８を設置して暖気を上部建屋

内に導いて各室を暖房する。建築物内は天候、気温の如

何に関わらず、常時０℃以上に維持されて厳冬期でも氷

点下に下がることがないので、水道管凍結防止用不凍液

の使用や人が不在の厳冬期であっても水道の水抜きが不

必要となる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
住 宅 基 礎 構 築 部 分 の 地 表 か ら 掘 り 下 げ た 位 置 に べ た 基 礎 を 造 成 し 、 べ た 基 礎 周 囲 に 造 成 さ
れ る 基 礎 立 ち 上 が り を 地 表 上 に 延 ば し て 地 下 壁 を 形 成 さ せ て 上 部 構 造 を 構 築 し 、 地 下 基 礎
内 を 外 断 熱 構 造 に す る と 共 に 、 地 下 室 内 に 非 燃 焼 形 の 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 を 設 置 し て 暖 気 を
上 部 建 屋 内 に 導 い て 各 室 を 暖 房 す る こ と に よ り 人 が 不 在 の 厳 冬 期 で あ っ て も 水 道 の 水 抜 き
を 不 要 と し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 地 下 基 礎 内 に 水 道 管 配 管 を 導 い た の ち 建 物 内 壁 ま た は 床 下 を 経 由 し て 上 屋 室 内 に 導 い
て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 物 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 住 宅 基 礎 構 築 部 分 の 地 表 か ら 掘 り 下 げ て 構 築 し た 地 下 基 礎 内 に 非 燃 焼 形 の 蓄
熱 式 電 気 暖 房 装 置 を 設 け て 暖 気 を 上 部 建 屋 内 に 導 く こ と に よ り 厳 冬 期 人 が い な い 別 荘 等 に
必 要 な 水 道 の 水 抜 き を 不 要 と し た 寒 冷 地 に 適 す る 建 築 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 冬 期 の 外 気 温 が 氷 点 下 に 達 す る 寒 冷 地 に お け る 一 般 住 宅 な ど の 建 築 物 で は 、 氷 結 を 防 止
す る た め 水 回 り の 施 工 に 細 心 の 注 意 が 必 要 で あ っ た 。 例 え ば 、 水 （ 水 道 ） の 取 出 し を 凍 結
深 度 よ り 深 い と こ ろ か ら 行 い 、 外 部 に 露 出 す る 配 管 部 分 に 凍 結 防 止 ヒ ー タ を 巻 き 加 温 し て
水 道 管 の 凍 結 を 防 ぐ と 共 に 、 未 使 用 時 に は 水 抜 き を 行 う こ と が 必 要 と さ れ て い る 。 ま た 、
凍 結 防 止 ヒ ー タ を 使 用 し な い 場 合 に は 常 時 水 道 を 流 す こ と に よ っ て 水 道 管 の 凍 結 を 防 い で
い た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の ご と き 建 築 物 で は 、 冬 期 に お け る 凍 結 防 止 ヒ ー タ 稼 動 に か か る 電 気 料 金 は 、 非 寒
冷 地 の 住 宅 に 比 べ て 多 大 の 出 費 と な っ て い た 。 ま た 、 電 気 料 金 を 節 約 す る た め に 、 外 出 や
不 在 の 度 に 水 抜 き を 行 な う の は 多 大 の 手 間 が か か る ば か り か 、 凍 結 防 止 ヒ ー タ の ス イ ッ チ
を 切 っ た も の の 水 抜 き を 忘 れ る と い っ た 事 態 を 招 き か ね ず 、 そ の 結 果 水 道 管 が 破 裂 し て し
ま い 建 物 内 を 水 浸 し に な る な ど の 被 害 を 生 ず る こ と と な る 。 ま た 常 時 水 道 を 流 す 方 式 で は
、 限 ら れ た 水 資 源 の 浪 費 と な る ば か り で な く 、 マ イ ナ ス ２ ０ ℃ を 越 え る 極 低 温 下 で の 凍 結
は 免 れ な い し 、 従 来 の 一 般 住 宅 や 山 荘 、 別 荘 で の 暖 房 機 で は 外 出 、 外 泊 時 等 に は 、 火 力 方
式 の 暖 房 機 を 稼 動 さ せ る こ と が で き な い た め に 、 建 物 の 室 内 は 外 気 温 度 と 同 じ に な り 、 室
内 が 氷 点 下 に な ら ざ る を 得 ず 、 家 庭 電 化 製 品 な ら び に 液 晶 テ レ ビ 等 の 劣 化 を 招 き 、 ま た 蛇
口 の ゴ ム パ キ ン 等 の ゴ ム 製 品 の 劣 化 も 招 く と い う 冬 期 期 間 の 生 活 の 不 便 さ に 著 し い も の が
あ っ た 。
　 本 考 案 は 、 上 記 の ご と き 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 水 道 管 用 の 凍 結 防 止 ヒ ー
タ も 不 要 と な り 、 さ ら に 厳 冬 期 の 外 出 や 長 期 不 在 の 際 に も 室 温 が 氷 点 下 に 至 ら な い よ う に
し た 建 築 物 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 す な わ ち 、 天 候 、 気 温 の 変 化 に 関 わ ら ず 、
と り わ け 外 気 温 が 氷 点 下 な る 厳 冬 期 で も 、 火 力 を 使 用 せ ず に 室 内 を 常 温 ま た は そ の 付 近 に
維 持 す る こ と が で き る 建 築 物 を 提 供 す る も の で あ る 。 　
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 の 請 求 項 １ は 、 住 宅 基 礎 構 築 部 分 の 地 表 か ら 掘 り 下 げ
た 位 置 に べ た 基 礎 を 造 成 し 、 べ た 基 礎 周 囲 に 造 成 さ れ る 基 礎 立 ち 上 が り を 地 表 上 に 延 ば し
て 基 礎 と し 、 そ の う え に 上 部 構 造 を 構 築 し 、 地 下 壁 で 囲 ま れ た 基 礎 内 を 外 断 熱 構 造 に す る
と 共 に 、 地 下 基 礎 に 非 燃 焼 形 の 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 を 設 置 し て 暖 気 を 上 部 建 屋 内 に 導 い て 各
室 を 暖 房 す る こ と に よ り 厳 冬 期 、 人 が 不 在 中 で あ っ て も 水 道 の 水 抜 き を 不 要 と し た こ と を
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特 徴 と す る 建 築 物 で あ る 。 請 求 項 ２ は 、 前 記 地 下 基 礎 に 水 道 配 管 を 導 い た の ち 建 物 内 壁 ま
た は 床 下 を 経 由 し て 室 内 に 導 い て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 物 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 考 案 に よ れ ば 、 建 物 内 は 外 断 熱 処 理 し た 基 礎 と 、 基 礎 に 囲 ま れ た 部 位
に 設 置 し た 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 と の 相 乗 効 果 に よ っ て 室 内 は 厳 冬 期 で あ っ て も 氷 点 下 に 達 す
る こ と が な く 、 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 で 暖 め ら れ た 水 道 配 管 を 通 っ て 上 屋 内 に 送 水 で き る 。 ま
た 、 基 礎 内 に 設 置 さ れ た 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 の 保 温 効 果 に よ り 、 温 め ら れ た 水 道 水 が 送 水 さ
れ る た め 建 物 内 に 達 し た 水 道 配 管 内 の 水 抜 き が 不 要 と な る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 図 面 に 基 づ い て 本 考 案 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 考 案 の １ 実 施 態 様 の 断 面 図 で
あ る 。
　 図 示 の よ う に 、 住 宅 基 礎 構 築 部 分 の 地 表 か ら 掘 り 下 げ た 位 置 に べ た 基 礎 １ を 造 成 し 、 べ
た 基 礎 周 囲 に 造 成 さ れ る 基 礎 立 ち 上 が り を 地 表 上 に 延 ば し て 壁 ２ を 形 成 さ せ て 上 部 建 屋 １
０ を 構 築 す る 。 基 礎 立 ち 上 が り ２ の 内 壁 に 発 泡 断 熱 材 （ 登 録 商 標 ス タ イ ロ フ ォ ー ム 、 ５ ０
ｍ ｍ 厚 ） を 建 て 込 ん で 外 断 熱 構 造 ７ に す る と 共 に 、 基 礎 立 ち 上 が り ２ で 囲 ま れ た 基 礎 空 間
３ 内 に 非 燃 焼 形 の 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 ８ （ 日 本 ス チ － ベ ル 社 製 、 Ｅ Ｔ Ｓ － ４ ０ ８ Ｓ Ｊ Ｔ ） を
設 置 し 暖 気 を 上 部 建 屋 内 に 導 い て 各 室 を 暖 房 す る よ う に し た 建 築 物 で あ る 。 ま た 、 基 礎 空
間 ３ 内 に 導 い た 水 道 立 上 げ 管 ９ か ら 建 物 壁 内 ま た は 床 下 を 経 由 し て 厨 房 、 ト イ レ 、 浴 場 な
ど に 配 管 す る 。 な お 図 中 、 符 号 ４ は 床 、 ５ は 上 屋 の 壁 、 屋 根 裏 等 に 布 設 し た 断 熱 材 、 ６ は
屋 根 、 １ ０ は 地 下 室 内 の 束 石 に 建 て た 中 柱 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 べ た 基 礎 周 囲 に 造 成 さ れ る 基 礎 立 ち 上 が り を 地 表 上 に 延 ば し て 形 成
さ れ 、 か つ 外 断 熱 構 造 と さ れ た 基 礎 空 間 ３ 内 に 設 置 し た 非 燃 焼 形 の 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器 ３ を
運 転 す る こ と に よ り 暖 気 が 蓄 え ら れ 、 こ れ を 上 部 建 屋 内 に 導 き 、 建 物 内 壁 、 階 段 ま た は 床
下 を 経 由 し て 各 室 を 暖 房 す る 。 同 時 に 、 基 礎 空 間 ３ 内 に 導 い た 水 道 立 ち 上 げ 管 ９ に よ り 上
水 が 温 め ら れ 、 配 管 を 通 し て 各 部 に 送 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 表 １ は 本 考 案 に よ る 建 築 物 お け る 各 点 の 温 度 の 経 時 変 化 を 示 し 、 表 ２ は 通 常 の 電 化 製 品
に よ る 室 内 暖 房 と 凍 結 防 止 用 ヒ ー タ と を 併 用 し た 従 来 の 住 宅 に お け る 各 点 の 温 度 の 経 時 変
化 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ １ 】
　 表 ２ に 示 す よ う に 、 在 来 工 法 の 山 荘 ・ 別 荘 等 の 建 築 物 で は 、 外 気 温 度 の 変 化 に 大 き く 影
響 さ れ 室 内 温 度 が 氷 点 を 切 っ て い る ケ ー ス が 見 ら れ る 。 こ の よ う に 、 室 内 が 氷 点 下 に な る
よ う な 態 様 で は 、 凍 結 防 止 ヒ ー タ が 必 須 と な り 、 ま た 外 出 時 や 長 期 不 在 の と き に は 水 抜 き
作 業 が 不 可 欠 と な っ て い る 。 こ の た め 、 暖 房 月 を ７ ヶ 月 と し て 計 算 し た と き 、 従 来 方 式 で
は 月 当 た り の 電 気 料 金 が ９ ， １ ６ ０ 円 で あ る の に 対 し 、 本 考 案 の 場 合 に は ４ ， ８ ５ ０ 円 と
な っ て 前 者 の ５ ３ ． ５ ％ の 低 料 金 で 済 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 考 案 に よ れ ば 、 べ た 基 礎 周 囲 に 造 成 さ れ る 基 礎 立 ち 上 が り を 地 表 上 に
延 ば し て 形 成 さ れ た 基 礎 空 間 内 を 外 断 熱 構 造 に し 、 そ の 内 部 に 非 燃 焼 形 の 蓄 熱 式 電 気 暖 房
器 を 設 置 し て 暖 気 を 上 部 建 屋 内 に 導 い て 各 室 を 暖 房 す る よ う に し た も の で あ る か ら 、 建 築
物 は 天 候 、 気 温 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 常 時 ０ ℃ 以 上 に 維 持 さ れ て 人 が 不 在 の 厳 冬 期 で も 室 内
は 氷 点 下 に 下 が る こ と が な い の で 、 水 道 管 の 水 抜 き 作 業 や 凍 結 防 止 用 ヒ ー タ の 設 置 が 不 要
に な り 、 通 常 の 電 化 製 品 や 灯 油 ス ト ー ブ に よ る 室 内 暖 房 と 水 道 管 用 凍 結 防 止 ヒ ー タ と の 併
用 運 転 に 伴 う 経 費 に 比 べ て 著 し く 低 く 電 気 代 等 を 維 持 で き る 。 ま た 、 こ れ に よ っ て 家 庭 電
化 製 品 の 耐 久 性 の み な ら ず ゴ ム パ ッ キ ン 等 の 温 度 変 化 に 弱 い ゴ ム 製 品 の 寿 命 も 著 し く 延 び
る こ と に な る 。 さ ら に 、 室 内 を 早 急 に 暖 め る 必 要 か ら 灯 油 ス ト － ブ 、 ガ ス ス ト ー ブ 等 の 燃
料 を 大 量 に 消 費 す る 傾 向 に な り が ち だ が そ の 必 要 性 も 少 な く な り 、 暖 房 に 薪 ス ト ー ブ を 使
用 し て い る 場 合 に も 燃 料 用 の 薪 中 の 残 存 水 分 の 凍 結 を も 防 ぐ こ と が 可 能 と な る た め 、 通 常
長 く か か る 薪 ス ト ー ブ の 立 ち 上 が り 時 間 を 早 め る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 住 宅 を 暖
め る 時 間 も 短 縮 さ れ 、 薪 の 消 費 量 も 節 約 で き る な ど 省 エ ル ギ ー 効 果 が 期 待 で き る と 同 時 に
薪 材 燃 焼 等 に よ る 二 酸 化 炭 素 の 発 生 も 低 く 抑 え る と 共 に 、 付 随 的 効 果 と し て 水 道 管 凍 結 防
止 用 不 凍 液 の 使 用 が 不 要 と な る た め 、 人 と 環 境 に 優 し い 住 宅 や 建 築 物 と す る こ と が で き る
。 　 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に よ る 建 築 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ 　 ベ タ 基 礎 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 基 礎 立 ち 上 が り
　 ３ 　 基 礎 空 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 床
　 ５ 　 断 熱 材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 屋 根
　 ７ 　 外 断 熱 構 造 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 蓄 熱 式 電 気 暖 房 器
　 ９ 　 水 道 立 上 げ 管 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 中 柱
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